




1. 環境技術の将来普及見込とGHG削減量の評価手法の例: 
技術選択モデル（AIM/Enduse）による環境技術の貢献度評価 
技術選択モデルとは? 
• エネルギー消費技術の最適な組み合わせを求め（技術選択）、将来のエネルギー

需給・温室効果ガス排出量を推計する、逐次動学型のモデル。 
AIM/Enduseモデルの特徴 
• 需要部門は、産業・民生・運輸部門とし、業種・用途・輸送機関ごとに技術を想定。 
• 日本を10地域に分割しており、地域特性が考慮できる。 
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1. 環境技術の将来普及見込とGHG削減量の評価の展開: 
異なる空間スケールのモデル連携による環境技術の貢献度評価 
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3. 環境技術がどれだけ社会に根付きGHG削減が進んでいるか: 
インドネシア・ボゴール市：モニタリングポイントの概要 
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合計114ポイントをモニタリング中 
（内訳：業務2施設：64ポイント、商業2施設：23ポイント、住居4施設：27ポイント） 





3. 環境技術がどれだけ社会に根付きGHG削減が進んでいるか: 
インドネシア・ボゴール市：エネルギー消費モニタリングから見えること 
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• オフィス系は、職員等の出勤により増加し、帰宅に合わせて低下するという日本と近い傾向を示す。 
• 住宅は、日本と比較すると電力消費が少なく、夕方に集中する傾向を示す。 
• インドネシアのライフスタイルを反映し、オフィス等でも早朝（5〜6時）からエネルギーが消費され

る。 



3. 環境技術がどれだけ社会に根付きGHG削減が進んでいるか: 
国立環境研究所：研究成果の最大化と環境配慮の両立のために 
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• 2010年度をピークに、2011年度から継続的に節電行動を実施中。 
• 2015年度は、2014年度と比較してわずかであるが節電が進んでいる。 
• 今後も、環境研究の中核的研究機関として研究成果の最大化と環境配慮の両立に努める所存。 

国立環境研究所全体の毎時電力消費量の年度別比較 

（4月） （3月） 




